
“合流制御”とは︖
• 数10秒先の交通状況を

レーンレベルで先読み
• 合流部のコンフリクトを予測
• コンフリクト回避のための

最適な運転⾏動を決定
予定経路
⾛⾏位置，速度

コネクテッドカーから収集した情報

加速して
⻘い⾞の前に

合流してください

左から⾚い⾞が合流してきます
⾞線変更してください

調停サーバー調停サーバー

調停結果

調停回数と旅⾏時間の削減量
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⾞両台数

（T字路より⼗字路／交通量がより多い）

■ 調停回数up↑
■ 調停による旅⾏時間削減効果up ↑

⾮効率な環境 不確実性が少ない環境 
（⼿動運転      ⾃動運転）

⾮効率な環境

調停効果up↑

ランダムブレーキ効果ありランダムブレーキ効果ありランダムブレーキ効果なしランダムブレーキ効果なし

不確実性が⾼い

調停効果down↓

■ 将来予測精度up↑
■ 最適化精度up↑

⼗字路で調停

T字路で調停

⼗字路で調停

T字路で調停

⼗字路

T字路

⼗字路

T字路

⾞両台数 ⾞両台数

（確率p=0.2でランダムに減速）

合流前後の道路ネットワーク全体の総旅⾏時間を最⼩化
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Pattern 1  >    Pattern 2  > Pattern 3  

現在の交通流

最適な制御⽅法を決定

①
コンフリク
ト発⽣︖

②
③

NO

YES

コンフリクト情報

将来のコンフリクトを予測調停サーバー調停サーバー

■ すべての⾞＝⾃動運転・コネクテッドカー
■ 調停サーバーの指⽰に 100%従う

■ ⼀般街路
■ 信号無し

ic1 ic2

︓セントロイド
（起終点）

⽚側２⾞線
vmax=３cell/秒

調停ポイント

セル⻑=7.5m
（1セル1台）

リンク⻑=300m
(40cells)

①T字路

Slow

ランダムに⾞両を発⽣

セル・オートマトンによるミクロシミュレーション
NaSch modelに”合流制御”アルゴリズムを導⼊した交通シミュレーションを作成

Fast

⾞両⾞両

道路ネットワーク道路ネットワーク

②⼗字路
⽚側１⾞線
vmax=２cell/秒

Slow

Fast

Fast

調停の実施

どのような合流シーンで調停が必要︖／どの⾞両を制御すると最適︖

調停シーンと制御対象

調停の結果，各⾞両がとった最適な運転⾏動は︖

制御パターン

旅⾏時間最⼩化を⽬指した最適合流制御に関するシミュレーション分析

豊⽥市⾜助地区における地域バス「あいま〜る」の利⽤促進を⽬指した社会実験

対象地区︓豊⽥市⾜助地区

地域コミュニティーバス あいま〜る

意識の変化

結論／今後の⽅針

豊⽥市中⼼市街地からバスで45〜50分間

・13路線のコミュニティバスを運⾏
（スクールバスは⼀般乗客混乗可）

・各路線週1⽇・2便/⽇のサービス
・⼤⼈200円、⼦供と⾼齢者等100円
・利⽤者は年々減少傾向
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あいま～るの利用者数

バスチケットの利⽤状況
●利⽤者(100名）/配布者数：15%

内、91名は普段利⽤されていない⽅
●チケット利⽤：317枚（利⽤率12%）

利⽤路線
あいま〜るのみ
スクールのみ
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MMの流れ
事前調査（2017年9⽉中旬）

対 象 者 ︓⾜助地区全世帯（2850世帯）  回収数︓1044世帯2492名（世帯回収率37%）
調査内容︓
 世帯票（世帯⼈数と属性､保有する移動⼿段）
 個⼈票（普段の移動、公共交通に関する意識など）

対 象 者 ︓事前調査回答者のうち636名（バス停が⽐較的近い⽅）
配 布 物 ︓
 ⾜助地域バス利⽤のお願い
 バスの時刻表と路線図
 ⾜助地域バスの利⽤券（4枚、800円分)
 バス利⽤に関するアドバイスシート
       (あいま〜るの現状2種類× 普段の移動に応じたアドバイス3種類）

コミュニケーションアンケート（2017年10⽉中旬）

事後調査（2018年3⽉）

あいま〜るの利⽤（2017年10⽉23⽇-12⽉22⽇）数

対 象 者 ︓事前調査回答者のうち住所が判明している世帯 876世帯2133名
回 収 数 ︓541世帯1085名（世帯回収率62%、回収率︓53%)
配布物
 MMの結果報告書 
 アンケート調査票︓期間中にあいま〜るの利⽤、公共交通に関する意識

アドバイスA アドバイスB

アドバイスAのほうが利⽤者が若⼲多い

事前・事後の両⽅に回答があった⽅（696名）を対象に意識を⽐較

▶バスの利⽤経験により、住⺠の積極的な利⽤の必要性を感じる⼈が増える
▶バスを利⽤した⼈のほうが、バスの継続は⾏政の責任と感じる⼈が増える

・地域バス利⽤促進MMで配布したバスチケットの利⽤者100名のうち、
普段地域バスを利⽤しない91名であった。

・配布したチケットを利⽤して、あいま〜るを利⽤した⽅は、愛郷⼼やバスを
もっと利⽤しようという意識の上昇がみられた．

●今後の研究⽅針
・事前事後の意識の変化の把握
・バスの利⽤意向をモデル化することにより、どのような⼈がどのような情報
によって、バスを利⽤するようになるのかを把握する。
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三輪 富⽣

これからの研究について
⾃動運転⾞による移動サービスが普及し，社会が⼤きく変わろうとしています．安⼼して暮らせる都市と交通システムを構築するため，
社会実験やデータ分析によって望ましい交通サービスを考えたり，シミュレーション分析を通じて新たなITS技術の開発を⾏います．


